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皆さん、梶原です。今日はお忙しい中ありがとうございます。このような状況で話すの
は慣れておりませんが、チャレンジということでいろいろやらせていただきたいと思いま
す。よろしくお願いします。 
 子どもたちと一緒に音楽を、打楽器ですね。手作り打楽器を作って、よく遊んでいるん
ですけども、今日の話としては、そういうワークショップをするに至った過程などをお話
させていただきながら、最終的には皆さん方にも手作りで楽器を作っていただいて、盛り
上がっていただこうと思っています。ですので、どういうことからこの活動が始まったか、
ということを含め、自分の音楽史みたいなことを話すことになるので、少し恥ずかしいん
ですが、高校時代の話とか、ブルーハーツのこと、そのあと、サルサガムテープの話をし
ながら、自分にとって音楽とはなんなのか、ということを大げさに語ってみようかなと思
います。 
 まず、ブルーハーツ、ご存知の方も、そうでない方もいらっしゃると思いますが、映像
を見て頂きましょうか…1985 年結成、1995 年解散のバンドで、ジャンル的にはパンクロッ
クになります。10 年間、（ドラムを）叩いておりました。 
 
＜映像＞ 
 
梶原：はい、ちょっと昔の映像ですけれども、見て頂きました。 
ブルーハーツ、聞いたことある人？大体ありますか、リアルタイムでない方が大半だと
思いますけども、もう 20年、30 年前ですね、やっておりまして。ここが、私の音楽の、プ
ロとしての原点ですね。 
 
松本：青春そのもの、という感じで熱く見ていらっしゃる方も多かったと思うんですけれ
ども。 
 
梶原：そうですね、若かったですね。いいバンドだったと思います。今でも。 
 まず、ここに至るまでをお話しようと思います。不登校というのがひとつのキーワード
になってまして、実は私、不登校だったんですね、高校時代…2 年生かな、半年ほどの短い
期間でしたが、その頃は大分県にいたのかな、進学校にいまして。一生懸命やろうと思っ
ていたのに上手くいかなくて、いじめとかがあったわけではなく、自分で生活の折り合い
がつけていけなくなってしまった感じですかね。学校に行けなくなって。それが音楽の道
注目を集める事が多いが、古くからの書画を楽しむという文化を伝えていくために、多様
な美術鑑賞のあり方を考えていく必要性を感じた。 
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にドップリつかるきっかけだったんですが。もう少し前の中学の時からビートルズが大好
きでよく聴いていて。その頃には、洋楽ってね、聴くものだったんですよ。今はね、日本
語のロックって言っても、それがどうしたの？みたいなところがあると思いますが、まず、
洋楽のロックがあって、日本語の歌詞をのせたロックというのをやろうとしている先輩の
方たちがいて、たとえば・・・RC サクセション、忌野清志郎さんとか。忌野清志郎さんも
歌い回しが独特じゃないですか。日本語の歌詞をうまく曲に乗せていこう、みたいな、そ
ういう試みですよね。あと、サザンオールスターズは、「勝手にシンドバッド」っていうデ
ビュー曲が、僕、中学生でリアルタイムだったんですが。とっても早口なんですけど、桑
田さんも英語の歌詞のリズムを上手く日本語に取り入れて、やろうとしてたんですよね。
まず日本語ロックをやっていいのか、っていうのがわかんなくて、けど、ロック、好きに
なっちゃったからしょうがないよね、って。でも、日本人だし、日本語のロックやるしか
ないよねって。そういう感じで、桑田さんや清志郎さん、日本のロックをやる先輩の方々
に影響を受けて、ロックを始めたっていうのがきっかけですね。 
 
松本：あの、その不登校の時のことですけれども、深くお聞きしていいのか、わからない
ですが、最初に出会った音楽というのが、ビートルズなんですか？ 
 
梶原：そうですね、不登校になる前ですがロックと出会ったのは、まずはビートルズです
ね。それを、どんどん後追いの追体験で聴いていた。あと、ローリングストーンズとか、
キッスとか、クイーン、エアロスミスとか、わかるかな。昔のロックかもしれないですが。
その後、パンク、ニューウェーブ、テクノとかが流行りだして、YMO ですよ。YMO も聴いて
ましたよ。そういえば。 
 
松本：その時は一日聴いてらっしゃたのですか？ 
 
梶原：そうですね、ラジオ番組でね、NHK の FM の DJ で渋谷陽一さんと言う方がいらっしゃ
って。その方が音楽ロック話をするんですね。それと共に流行りの音楽なんかもかけてく
れるから、それを録音してね、得た情報をもとにレンタルレコード借りて。レンタルレコ
ードですよ、TSUTAYA で CD じゃないっていう… 
 
松本：ラジオを録音するっていうのもね。 
 
梶原：そうそう、カセットで（ボタンを）カチっていうね。懐かしい話ですよ。 
 
松本：あまり言うと歳がわかりますけどね。 
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梶原：まあ、そういうものをまずは聴いてたっていう感じですね。 
 
松本：じゃあ、音楽が生活の一部というか、ほぼ全部といった感じですか？ 
 
梶原：そうですよ、ほんとにそういう感じで、昼間は布団の中で、寝てるわけですよ。 
 昼夜逆転してるので、夜になったら起きだして、ロック聴いて。今考えたら、人生の中
で一番ヘビーだったというか、Bad だったというか、落ち込んでた時期で。いつ自殺しても
おかしくないっていう状況でしたね。精神的にはね。でも、ロックの細い命綱が降りてき
てて、それに必死にしがみついてたっていう感じでした。 
 
松本：まさに命綱ですね。 
 聴く側から、やってみようと思った気持ちの変化とはどういうものだったんですか？ 
 
梶原：ありがとうございます（よくぞ聞いてくれました）。パンクがでてくるんですよ。皆
さん、パンクという言葉は普通に聞いたことあると思いますが、オリジナルパンク、リア
ルタイムで。そういう世代ですね。1977 年、ロンドンでザ・クラッシュ、ダムド、セック
スピトルズ、ニューヨークではベルベットアンドグラウンド、ラモーンズとか、そういう
バンドが出てきて、パンクというのが、新しいロックのムーブメントとして世に出て来た
わけですよ。 
 その当時の社会状況を説明していくと、イギリスでは社会保障制度がしっかりしていて、
「ゆりかごから墓場まで」っていう言葉、聞いたことあるかもしれないですけど。例えば、
若者が失業していたとしても、失業保険がもらえるから生活には困らないっていう。それ
ぐらい、手厚い社会保障があって。そういった中で、職はない、だけど、生活には困らな
いっていう、若い人たちが街にあふれて昼間からお酒を飲んだくれているわけです。働き
たいのに働けない、社会はどうかしている、ってことを訴えて、くだを巻いてる。パブ（バ
ー）で演奏しているロックバンドがあったんですが、そこでバンドと若者たちがなぜか繋
がって、パブロックというものが生まれたわけです。そうすると、若者たちが集まるよう
になって、パブロック→パンクロックになったという。上手くても、下手でも関係ない、
とにかく、ストリートで飲んだくれてるよりは、なんかやろうぜ。不満は歌に乗せてぶつ
けていこうぜという、そういうムーブメントがあったわけです。 
 
松本：さっき見たような？ 
 
梶原：そうです。まさに「言いたい放題」です。昔の映像を見ると。でも、そういうのを
真剣に聴いてたな…っていう、ほんとに、やりたい放題で。 
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松本：でも、そうせざるを得ない時代だったわけですよね。 
 
梶原：そうそう。でも、ストリートから、パブの音楽をやる場に環境が変わったというだ
けでも、彼らにとってはよかったと思うんですよね。楽器も練習しなきゃいけないし、オ
リジナルで曲も作らなきゃいけないし。ストリートで飲んだくれていることを思えば、す
ごいレベルアップ、変化じゃないですか。 
 
松本：社会とも繋がっていくし。 
 
梶原：そうそう。下手でもいいから、とにかくやれ！っていう。そういうメッセージが、
届いたわけですよね、大分の布団の中に（笑）。 
 それを、渋谷陽一さんのラジオで、流してるわけなんですよ。クラッシュとか。「ロンド
ンコーリング」っていう、「ロンドンは呼んでるぜ！」っていう有名な曲があるんですけど、
曲の最後にピピピ、ピピ、ピピ、っていう信号の音が入っていて、これはロンドンからの
エマージェンシーコールだってね、聴いてて盛り上がるわけですよ。ウォーってね。自分
の周りには、そういう趣味とか感情を共有できる友達が居なくても、ロンドンのあいつら
とは繋がってるぜ！っていう、布団の中で盛り上がっているという、そこが分岐点でした
ね。 
 
松本：衝撃でしたよね。 
 
梶原：そうですね、今まで、洋楽は聴くものだったんですが、「お前、やれよ！」って、背
中を押されたんですね。DIY＝DO IT YOURSELF！って言うのが伝わってきて、ドラム好きだ
ったし、布団から出て、枕を叩くようになったわけですね。 
 最初は枕。そば殻のね。小太鼓みたいな音がしてね。ジャッ、ジャッ、ジャッっていう。
ドラムみたいに並べて、練習するっていう、それがドラム人生の始まりですね。 
 
松本：しかも、ドラムだったんですね。 
 
梶原：ドラムは、なぜドラムかっていう理由はわからないんですけども、初めてビートル
ズを映像で見たときに、ドラムがカッコよかったのか、リンゴ・スターがカッコよかった
のか、その両方かわからないですけど。とにかくドラムが目に止まったんですね。ドラム
だ！と思ってね。まあ、それからやり始めるまでには、3～4年かかりましたけど。パンク
に背中押されて、ちょっとだけ、布団から顔だして、枕を叩くようになったというわけで
すね。DIY のメッセージが、すごく伝わってきて、イギリスでは 10 代のバンドとかもデビ
ューしてるわけですよ。そしたら自分たちもやんなきゃ！デビューしなきゃ！ぐらいの勢
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いでね、ちょっとずつ布団から出てこられたっていう。 
 そうして、不登校から少しずつ学校に行けるようになってくると、音楽で、具体的につ
ながれる友達が出来てくるわけですよね。そこで、ご多聞にもれずという感じで、高校 3
年の時の文化祭のバンドデビューとなるわけです、よくある話ですが。RC サクセションの
「雨上がりの夜空に」とか、アナーキーの曲とか、松田聖子さんの「青いサンゴ礁」とか、
いろんなことをやって。 
 
松本：反応が結構あったんじゃないですか？ 
 
梶原：文化祭のバンドですから、それなりに盛り上がったと思うんですけど。自分として
は、やっぱり、居場所が出来たことが一番で、居場所ができると人って違ってくるんです
よ。自分はロックとバンドがあれば、学校の中でも居場所があるなっていう。そうすれば、
自信もつくし、精神的にも落ち着いてくる、そういった感じですね。 
 
松本：根本的な部分ですよね。 
 
梶原：バンドって、ギター、ボーカル、ベース、ドラムっていう分担された役割があるか
ら、余計に。自分はドラムっていう場所があるんだから、そのパートをまかされてるんだ
から頑張ろうっていう気持ちが生まれてきて、そこから変わってきましたね。よかったで
すね、バンドに出会って。 
 
松本：バンドに出会って、居場所ができて、変わって、ブルーハーツに繋がっていくとい
う。 
 
梶原：そうですね、高校の頃は狭い世界しか知らないし、不登校を経験してしまってるか
ら、進学校ということもあって、自分はここでもうダメだ、完全にドロップアウトだって
いう気持ちが強くて。全うな道には行けない、みたいな。俺にはドラムしかないと思いこ
んじゃって、ドラムで食ってくぞって。でも、親とは喧々諤々で、父親は銀行マンだった
ので。 
 
松本：どうやって説得したんですか？ 
 
梶原：親も、仕方ないとは思ってたみたいです。とりあえず好きなことやるにしても大学
だけは出ろと。じゃあ、出ます、ということで、東京に行かせてもらって。でも、勉強は
もうしませんよね。 
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松本：東京に出るというのは、音楽の為でもあったんですか？ 
 
梶原：そうですね。普通の大学に入って、音楽のサークルに入って。それも、いくつかの
大学のサークル掛け持ちで。ドラムって、結構不足しがちなんですよ。そうやって、いろ
んなバンドで叩いて。そうすると、東京の方って、ライブハウスで叩いてると、同じステ
ージにプロのバンドも出てたりして、プロとアマの境がなくなるんですよね。こういう感
じなんだなって思って。高校の時は、プロになりたいってすごく思ってたんですけど、ラ
イブハウスで叩くようになってからは、こんな感じで音楽やっていけたら楽しいなって。
プロになるっていう意識は薄れていきましたけどね。いいバンドで、いい音楽をやってい
きたいって。 
 
松本：音楽そのものをやりたいという？ 
 
梶原：そうですね。今まで憧れていた人たちが、すぐ近くに、新宿ロフトや渋谷屋根裏な
んかの、ライブハウスの楽屋に居たりするから。すごいな、こんな感じなんだなって、思
って。具体的に言うと…さっき話したアナーキーさんとかはロフトに毎日普通にいました
ね、ARB とか。ARB といったら、ボーカルが俳優の石橋凌さんで、わかるかな。BOOWY もま
だ、BOOWY もブレイクする前で。ドラムの高橋まことさんも憧れだから近づけないけど、い
つも新宿ロフトで飲んでましたよ（笑）。 
 
松本：より、身近な感じになって。 
 
梶原：うん、どんどんプロになりたいみたいな意識は薄れていきましたけど。そういうシ
ーンに今自分は居るだと思うと、今度は、高めていきたいというか、自分を磨いていきた
いと思うようになってきました。プロとかアマとかっていうのは他から見た時の評価や自
分の周りの状況じゃないですか、デビューしてますよ、とか。そういうことではなくて、
いいバンドマンとして、いいロックドラマーとして、なんか、高めていきたいと思うよう
になりましたね。 
 
松本：いい仲間にも、その時に。 
 
梶原：そうですね、それで、いよいよ（ブルーハーツの話に入ります）。レベッカとか、BOOWY
とか流行っていて。その頃私は、女性ボーカルのバンドに加入していて、そのバンドが煮
詰まってたりして。ブルーハーツは 85 年結成で、僕は 86 年に一番最後に入ったんですけ
ど、東京のライブシーンって広いようですごく狭いから、いいバンドがあるとすぐ話題に
なるんですよね、それで、ブルーハーツってすごい、いいぜ！って、噂を聞いていて、そ
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んな時、ブルーハーツのドラムが辞めちゃったんですね。なにか、いろいろ事情があって。
で、ドラムを探してるよって聞いて、じゃあ、セッションしてみるか、みたいな、女性ボ
ーカルのバンドの方も煮詰まってたから。で、音を合わせてみたらすぐ決まっちゃって。 
 
松本：わあ、すごい！それもまた出会いですね。 
 
梶原：出会いですね、ほんとにね。で、86 年に入って、87 年にメジャーデビューという感
じですね。そこからいろいろ…今見て頂いた映像は、解散した後に、ドキュメンタリータ
ッチで歴史を綴った DVD で。ナレーションは萩原聖人君かな、たしか。ああいう感じで、「リ
ンダリンダ」とか「TRAIN TRAIN」とか、「夢」とか「青空」とか、聴いたことあるかもし
れないですけども。そういったところが皆さんの目につく活動かなと思いますが…その時
に感じた、ちょっと面白いことをお話しようと思います。これは、ボーカルのヒロト君の
名言なんですが、ライブというのは、そのバンドの音楽というのは、演奏している瞬間し
か存在しないわけなんですよね。たとえば、CD に録音されているものは、録音されたもの
がただスピーカーから再生されているだけなので。バンドが生で演奏している、その瞬間
がロックだっていう。 
 
松本：LIVE ですね。 
 
梶原：そう、まさに LIVE ですね。今その瞬間っていうね。だから、ライブ活動を主に、年
間 100 本くらい、普通にやってたんですけど。最初の頃は、エネルギー有り余ってるから、
100 本やってもまだまだいけるぜっていう感じだったんですけど。日本中一周りして、2年
目から武道館もやらせてもらって。最初の武道館の時はね、そこが目標じゃないですけど、
俺達のロックンロールで、パンクロックで武道館を熱狂させてやるぜ！みたいな感じで、
勢いがあったんですが。その後、武道館はホームグラウンドになっていって、ツアーの最
後に必ずやるという風にしてたんですけど、3回目、4回目になってくると…年齢を重ねて
きて、身体も疲れてくるということもあるんだと思うんですけど、・・勢いはありつつも、
上手くいかなかったらどうしようとか、失敗したらどうしようという不安も出てくるんで
すよね。 
 
松本：すごく意外な感じがしますね。そこまで極めていても不安を感じられるっていうの
は。 
 
梶原：よく、ソロミューミュージシャンで、だんだん「あの人どうなっちゃったんだろう」
というような…ちょっと言い方悪いですね。裸の王様になっちゃう方がいるんですよ。そ
れは、どういうことかっていうと、不安を覆い隠すために、精神的にも、肉体的にも、ど
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んどん鎧を作っていく。そうすると、周りからは何も言えなくなるし、もう、その人に逆
らえなくなって、裸の王様みたいになってしまうんですよ。僕らは、そういう風にはなら
なかったと思うんですけど、おそらく。不安は付きまとってきていて、その時、武道館の
ステージから客席見たときに、例えば、エリッククラプトン、ポールマッカートニーが武
道館にくる、スティングのステージを見に行くっていうと、すごくワクワクするじゃない
ですか。一人の観客としての自分とアーティストとの関係、それを逆の立場で見た時に、
ステージ上には４人しかいないわけですよ。大体武道館には 1万人入るんですけど、4人と
1万人という関係性が。なんで、たった 4人の人間が、1万人の人たちを盛り上げることが
できるんだろう、これっておかしいっていうか、不思議だなって。初期の頃は単純にこれ
が俺達のロックだぜ！と思ってライブをやっていたんですけど、何回もステージを経験し
ていくにつれて、冷静にそういうのが見えてきて、不思議だなって…。ある時、思ったの
は、「リンダリンダ」の最後で、ドラムをダカダカダカ〜〜〜っと叩き続けるところがある
んですけど、みんなの「リンダリンダ！」って言ってるエネルギーというか、魂と、ドラ
ムやバンドのドカドカっていう音とか混ざり合って、武道館に渦巻いてる、エネルギーが
渦を巻いてる、みたいな感覚がして。ああ、これだ、と思って。 
 
松本：気付かれたということですね。それは、毎回経験されていたんですか？それとも、
なかなかないことなんですか？ 
 
梶原：たぶんね、状況としては毎回あったと思うんですけど、そういう見方をしてなかっ
たっていうことですよね。エネルギーが渦巻いてるっていうのは、メンバーからも出して
るし、ファンの方々からも出ていて、そういうエネルギーが一緒になって。歌というひと
つのモチーフ（きっかけ）に向かって、同じ気持ちで、エネルギーを発すると、こういう
風になるんだ、って思って。 
 
松本：一緒に発しているわけですね。 
 
梶原：そう。音楽っというのは、素晴らしいアイテムみたいな感じ、みんなをひとつにし
てくれるすごいアイテム。それにみんなが「たのしい！」と思って、エネルギーを発散し
ているっていう感覚を受けたことがあったんですね、武道館で。何回目かの公演の時に。
その渦がどんどん大きくなって。ああ、これだ！って思って。音に、エネルギーに乗って
しまえば、自分がやってやる！っていう気持ちなんて、おこがましいなって。みんなのエ
ネルギーが向かうところを、ちょっと、音で後押しして、勢いをつけてあげれば、自然に、
止めどなく、エネルギーが回りだす。もうこれは止まらない、これだこれだって。 
 
松本：すごい発見ですね。 
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梶原：そうですね。だから、不安にならなくていいんですよ。失敗したらどうしようとか。
自分が何か抱え込んでいるっていうことから解放されたっていうか。緊張感はいつもあり
ますよ、でも、悩みすぎて自分を見失うことはなくなったと思います。 
 
松本：ご自身が少し楽になられた、というか、プレッシャーから解放されたような。 
 
梶原：そうです。自分なりの答えを見つけたような。それは、ブルーハーツに居て、武道
館のような大きな舞台に立たせてもらうということで、学ばせてもらった、気付かせても
らったことですね。音楽なり、なんなりの持つエネルギーの素晴らしさ、それをみんな一
緒に共有することの素晴らしさ、という。 
 
松本：そういう感覚というのは、いろんな場に繋がっていきそうですね。 
 
梶原：そうなんですよ、それをこの後みんなでやろうと思うんですけど。 
 
松本：楽しみです！ 
 
梶原：そうして、やっぱり、物事には始まりがあれば終わりがあるというか、ブルーハー
ツも 95 年に解散いたしまして。そこからですね、自分のやりたいこととか、それまで感じ
たことを探るような音楽の旅が始まるわけですが。やっぱり、不登校の頃に音楽に助けて
もらったという原体験が、自分の中で大きくて、そういう活動ができたらいいなっていう
気持ちが大きくなってきて。もちろん、CD を出して、多くの方に聴いてもらって、皆さん
と共有するっていうのもすばらしいことなんですが、自分のやりたいこととか、やれるこ
とは何かって考えた時に、もうちょっと、顔の見えるような場所で、身近に音楽を楽しめ
たらいいなっていうのがありまして。 
 
松本：音楽に命綱をもらったご自身だからできることをということですね。 
 
梶原：そうですね。サルサガムテープという、今、メンバーとしてドラムを叩いているバ
ンドに出会うことになります。結成して 23 年になりますね。歌のお兄さんをやってたかし
わ哲さんという、サルサガムテープのリーダーがおりまして、福祉事業所に通って、ボラ
ンティアで歌を歌ってたんですね、それがすごく盛り上がると。逆に盛り上がりすぎて、
職員が一生懸命止めるという。盛り上がっちゃいけない、暴れちゃいけないっていうのが
あって。そこに疑問を抱いたリーダーが、これはバンドにしちゃおうと。楽器できなくて
も、ただ、飛び跳ねてるだけでもいいから、全員メンバーみたいな感じで、やっちゃおうと。 
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松本：聴く側からやる側ですね。 
 
梶原：そうそう。それから、かしわさんの音楽ボランティアの中で、みんなで打楽器を叩
くっていう時間を設けたんですけど、それがサルサガムテープの原点になりますね。 
 
松本：名前もインパクトありますね。 
 
梶原：かしわさんが、南米の方に音楽の旅をしたことがありまして、その時にサンバとか、
サルサとか、ラテンの音楽に触れて、特にサンバは大勢の打楽器で、みんなで参加するっ
ていう音楽で。追求していけばどの楽器も深くて難しいんですけど、打楽器は叩けば音が
でるという点で間口が広いので、ラテンの精神を頂くような感じで、「サルサ」の名前を頂
きました。ガムテープ太鼓…この後皆さん作っていただきますが、資金がなかったので、
普通のポリバケツにガムテープを張って、ガムテープ太鼓というのを作って、そこにかし
わ哲が歌って、ギターと歌で曲をのせて、そういう所から始まったので、「サルサガムテー
プ」という。 
 
松本：手作り楽器で。私も試しに作ってみたんですが、ものすごくいい音しますね。 
 
梶原：そうなんですよ。楽しめると思います。 
 打楽器のボランティアの時間なんですが、かしわさんのすばらしいなと思う所は、何も
言わないの。ただ自分がポンポン、と叩いて。音楽ボランティアの時間は、体育館みたい
なスペースに楽器を並べてるんですけど。施設のみんな来ても、ただ見ていて。「あ、音楽
をやる時間なのかな」みたいなことはわかるんだけど、誰もなにもしないし、かしわさん
も何も言わないし、ただ壁のところで座ってるだけの子とか、ただただ、かしわさんが一
人で叩いてるっていうのが続いて。そのうち、合わせて打楽器を叩きだす子が何人か出て
きて、リズムを刻むっていうのを勝手にやりだして、そういうのが続いてるうちに段々演
奏が合ってきて。音楽が生まれた瞬間があったんですね。 
 
松本：初めは混沌としていたでしょうね。 
 
梶原：そうですね。ここは音楽をやる場所なんだとか、一切言わず、強制もせずに、とい
うことで。何回か通ってるうちに、リズムが合ってきて。あ、これなら歌を、ギターをの
せることができるっていうので、サルサガムテープのデビューに繋がっていくわけですね。 
 
松本：リズムから始まったんですね。 
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梶原：そうなんです。僕は、結成の時には居なくて、NHK の生放送の番組でサルサガムテー
プと清志郎さんのコラボを見て、衝撃を受けて、すぐ連絡をさせていただいて、押しかけ
ボランティア、押しかけドラマーとして 17 年経つんですけど。音楽の原点って言ってしま
うとありきたりな言葉ですけど、嘘偽りなく、誰からも強制されないで、バンドが始まっ
たっていう所が大事で。知的障がい、自閉症の子が多いので、思っていても、言いたいこ
とが言えないという。言葉で会話するっていうんじゃなく、こうしなさい、ああしなさい
って言うんでもなく、とりあえず音で何かを伝えようっていう。魂ともいうべき、ガムテ
ープ太鼓をずっと続けてきて、それがひとつになってバンドができてきたっていう。 
 
松本：どうして、飛び込もうと思われたんですか。 
 
梶原：わからないんですよ。お昼の生放送番組あるじゃないですか。RC の忌野清志郎さん
とサルサガムテープがジョイントするっていうことで、プロモーションを兼ねて、出てら
したんですね、そしたら生演奏が始まって、何かがドーーンときちゃったんですよ。 
 
松本：布団の中で聞いたのとは違う？同じものでしょうか。 
 
梶原：同じですね。ロックでヘビーと言うか、何か塊のようなものがドーンと私を襲った
んでしょうね。もう、そこからは押しかけボランティアで。 
 
松本：いろんなことがあったんじゃないですか？続けてこられた 17 年の中で。 
 
梶原：楽しいエピソードはいろいろあるんですけど…そうだな。 
 
松本：皆さんにもお願いします。 
 
梶原：パリに行ったことがありまして。ボランティア参加なんですけど。みんなで頑張っ
てお金貯めて、モンマルトルの丘の下で演奏したりとか。美術館で、アール・ブリュット
っていう、訳すと「生の芸術」っていうのかな、ヨーロッパの方ではそういう障がい者ア
ートが盛んで。アール・ブリュットの日本の展覧会がパリであるっていうので、サルサガ
ムテープも招待されて、これもまあ、珍道中でしたね。ライブは最高なんですよ、でも、
ホテル帰ったらまた脱走したりとか。パリで迷子になったら帰ってこれないよ、って言って。 
 
松本：無事に、何事もなく？ 
 
梶原：それは事前に食いとめました。後は、成田空港で旅行にいろんなものを、大事に持
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ってくんですよね。そしたら金属探知機でね。何度荷物通しても鳴るんですよ。で、ちょ
っと鞄見ていいですか？すみません、鞄空けますって、係の方が。開けたら、おもちゃの
手裏剣が出てきて。これはダメだよね、って言ったら、涙ポロポロ流しながら、「大丈夫だ
よ、置いて行くよ」ってね。そういう珍道中でいろいろありましたけれども。大変なんだ
けども、最高だったなっていう。その瞬間を共有できたら、なんでも乗り越えられるとい
うエピソードなんですけど。 
 
松本：サルサガムテープのライブの中で、彼らと一緒の音楽だからこそ実現できたことと
か、ありますか。 
 
梶原：好きでやってるので、迷いがないというか。力一杯やるっていうこともないし、飽
きたらどこか行っちゃったりするんですけど。やってる時の笑顔とか、最高なんですよね。
迷いなく、好きだからやってるっていうのが。そのエネルギーが、今でもたまらないです
ね。ワクワク、ドキドキで、こっちの方が楽しくなってきちゃって。それでね、私のドラ
ムソロ。大きいステージでしかソロってないんですけど。僕にソロをやらしてくれないん
ですよ、これが。ソロを始めたら、2、3人バーっと寄ってきて、一緒にドラム叩きだすん
ですよ。けど、考えてみたら一人でソロなんて、どこでも、どんな場所でもできるんです
けど、でも、サルサのメンバーが自分の音に反応してくれて、ドラムを一緒に叩くってい
うのって、その瞬間でしかないから、すごく楽しくて。 
 
松本：それこそ、素の反応ですよね。 
 
梶原：そうですね、それがたまんなくて。もう、どんどんやってくれって感じですよね。
今はいろんなところに広げる活動をしてまして。私を含めたロック世代が、福祉の事業所
の職員とかスタッフになってることが多くて。まあ、ロックっていうのは思春期の 10 代ぐ
らいから始めて、一生懸命頑張ればなんとかプロになれるっていうようなものなので、ロ
ックの人たちの言い訳として、テクニックのある人っていうのは、3歳の頃からバイオリン
やってますとか、４歳からピアノやってます、そういう人たちのことをテクニックがある
っていうんですよね、みたいな。自分達は10代でポピュラーミュージックを好きになって、
自分から始めたんだから、うちらはテクニックがあろうとなかろうと、楽しんでやってい
ければいいんじゃないか、みたいな。 
 
松本：自分からやろうっていう。 
 
梶原：そうそう、ロックっていうのは、奥も深いですけれども、簡単に共有することもで
きるので、各地でサルサガムテープのような動きをしている福祉の事業所の方々もいたり
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するので、そういう方たちと繋がって行こうという活動をしています。 
 
松本：どんどんサルサガムテープの仲間が増えていくという。 
 
梶原：そうなんですよ、楽しいですね。西宮にもいるんですけどね、手をつなぐ育成会の
皆さんとか、後は、ふたば太鼓の方達とか、太鼓チームとか関西は盛んですし。すずかけ
作業所のすずむしバンドとか、いつも一緒にやってますね。今度大阪の即興楽団ウジャの
皆さんともセッションするんですが、どんどん輪が広がっていって… 
 
松本：どんどん大きな渦になっていきそうですね。 
 
梶原：そうなんです。で、その渦をせっかくだから、2020 年に集約していければいいんじ
ゃないかと。 
 
松本：2020 年といえば。 
 
梶原：2020 年といえば、オリンピック、パラリンピックですよね。カルチュアルオリンピ
ヤードっていう言葉があって。オリンピックと言えば「スポーツの祭典」っていうだけじ
ゃなく、「文化・芸術の祭典」も一緒に盛り上げるという時代があったらしいんですよ。こ
の間のロンドンオリンピックの時に、その動きをもう一度試みる、オリンピックに集約さ
せるっていうことで、イギリスでは前もって４年間いろんな事業をやったらしいんですよ
ね。それがかなり素晴らしい成果だったらしいので。 
 
松本：東京でも今から始まってるってことですよね。 
 
梶原：そうです、せっかく東京でオリンピックがあるんですから。パラリンピックの方も、
日本からしっかり発信していこうよっていう。もちろんスポーツもそうですけど、文化の
方も。「ＩＭＡＩＮＥ2020」っていう、タイトルをつけて。日本中で事業所の方たちと繋が
って音楽ロックをやるっていうことができる方達と共演したいと。 
 
松本：じゃあ、全国の方々が集まって。 
 
梶原：そうなんです。ひとつ夢があるんです。例えば、武道館アリーナ全員プレイヤー。
アリーナ全員でガムテープ太鼓叩くっていう。3000 人ぐらいですかね、3000 人全員プレイ
ヤー、みたいなことをね、できたら楽しいだろうなっていうようなことを身内で言って盛
り上がってるんですけど。 
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 松本：私達、先に聞けてよかったですね。 
 
梶原：いやいや、皆さんに参加して頂けたらうれしいですけど。今日ガムテープ太鼓ね、
やってもらいますから。ぜひ参加してほしいな。 
 では、ここで。まず、サルサガムテープの映像見て頂きましょうか。最初はちょっと 5
～6年前のもので、古いんですけど。新宿のライブハウスでやった時のです。 
 
＜映像＞ 
 
松本：まさにロックですね。 
 
梶原：ありがとうございます。今のは、タロウちゃんの「しあわせなら手をたたこう」っ
ていう曲なんですけど、最初「メリークリスマス」って言ってたじゃないですか、そのま
ま「真っ赤なお鼻の～」って歌っちゃうこともあったりして、ほんとに自由なんですけど。 
 
松本：ひとりひとりの個性が光ってる感じですね。 
 
梶原：スター揃いなんでね、僕がドラム叩いてても全く目立たないっていう。 
 こういう感じで、サルサガムテープの活動を続けていて、2020 年に向けてさらに、みん
なの想いを結集していけたらな、と思っています。 
 
松本：サルサガムテープを始め、梶原さんご自身の音楽との関わり、ということも聞かせ
て頂いて、梶原さんの音楽の原点であり、療法としての音楽ということにも繋がっている
な、と思いました。本日は大変貴重なお話と、そしてインパクトのある映像も見せて頂き、
ありがとうございました。 
 
 
（2017 年 2月 4日、生活美学研究所第４回定例研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学音楽学部准教授 松 本 佳久子 
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